
№ 意見の概要 　　　　　　　　　区の考え方
対応
状況

1

　人口推移、財政状況を踏まえて、ビジョ
ンを実行していくと思うが、今後どのよう
なスケジュールで実行されていくのか知り
たい。(関）

　ビジョンは、３月末までに策定します。
ビジョンを実現するために平成27年度から
29年度までの３か年の実施計画としてアク
ションプランを作成し、公表しました。２
月21日～３月31日に区民意見反映制度によ
り区民意見を募集し、６月を目途に策定し
ます。

○

2

　国のエネルギー基本計画や都の資料は西
暦の表記である。今回のビジョンについて
も和暦、西暦を併記してほしい。(関）

　練馬区では、練馬区公文規程および文書
事務の手引に基づき、年の表示について原
則として、元号を用いて書き表すこととす
るとともに、区が発行する刊行物・パンフ
レット等の表紙等に記載するものについて
は、西暦を併用することとしています。他
の行政機関の文書や国の法令において元号
が使用されているため、公務の統一的な処
理を図る観点から、引き続き原則として元
号を用い、文書の性質に応じて西暦を併用
する方針です。

※

3

　区報等にカタカナの表記が多すぎる、日
本語できちんと書いてほしい。ビジョンも
日本語を使ってほしい。(練馬）

　将来を見据えて区政運営の方向性を示す
構想という意味で「ビジョン」という名称
としました。ビジョンの策定目的や構成等
について「はじめに」で説明しており、理
解していただけるものと考えます。

※

4

　関町地区での語る会は１月31日である
が、素案への意見提出の締切も31日であ
る。もう少し余裕をもった締切日にしてほ
しい。(大泉）

　区民意見反映制度の締切日以降にいただ
くご意見も含めてビジョンの成案化までに
検討します。 ―

5

　基本構想とビジョンとの関連性について
説明してほしい。(練馬）

　区の基本構想は、平成21年に策定したも
ので、策定から５年を経過しています。区
政を取り巻く社会経済状況は変化している
ため、ビジョンの策定を踏まえ、基本構想
の見直しを検討します。

―

ビジョン全般

区長とともに練馬の未来を語る会にてお寄せいただいたご意見と区の考え方

【 凡例 】

◎ ・・・ 意見の趣旨を踏まえ、ビジョンに反映するもの

○ ・・・ ビジョンまたはアクションプランに趣旨を記載しているもの

□ ・・・ 事業等において既に実施しているもの

△ ・・・ 事業実施等の際に検討するもの

※ ・・・ 趣旨を反映できないもの

― ・・・ その他、上記以外のもの
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6

　私は、練馬区が緑あふれるまちであると
同時に文化あふれるまちにしたいと思って
いる。しかし、今回のビジョンには、区立
図書館の記載がどこにもない。構想編の８
ページの⑤区立・民間の文化芸術関連施設
に入れるべきである。(関）

　構想編の「２　練馬区の主な特性」およ
び戦略計画16に図書館の記載を追加しま
す。

◎

7

　ビジョンにバリアフリーのことが書かれ
ていない。
光が丘団地ではものすごい速さで高齢化が
進んでいる。バリアフリーを計画の一つの
大きな柱として位置づけてほしい。(光が
丘）

　区ではバリアフリーも含むユニバーサル
デザインの考え方に基づき、まちづくりや
施設整備を進めています。構想編の「３
新しい成熟都市をめざす施策の方向性」の
「⑶安全・快適な都市の実現に向けた基盤
整備」にユニバーサルデザインについて記
載します。

◎

8

　区民の区政への参加は非常に重要であ
る。行政に区民が参加し、意見を反映でき
るようにしてほしい。(光が丘）

　区では様々なかたちで区民参加を進めて
います。構想編の「３　新しい成熟都市を
めざす施策の方向性」の「⑸ビジョンの実
現のために」に、区民参加について記載し
ます。

◎

9

　ビジョンの中で戦略計画とあるが、戦略
という用語を行政で用いるのは問題がある
と思う。(関）

　「戦略」は、大局的、全体的な構想のも
とに今後どうしていくかを打ち出すという
意味で、国や都、企業でも使われていま
す。軍事用語として使っているわけではあ
りません。

※

戦略計画編全般

構想編
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10

　すくすくアドバイザーに心理専門員など
の専門職の配置を考えているのか。(光が
丘）

　すくすくアドバイザーは、専門職に限ら
ず、子育てについて多くのことを理解して
いる人材を充てたいと考えています。 ―

11

　子育て全般について、保護者の相談など
に対応できる拠点が自宅から歩いて行ける
範囲に必要だ。（練馬）

　地域の身近なところで気軽に相談できる
よう、子ども家庭支援センター６か所にお
いて、子育てに関するあらゆる相談に応じ
ています。また、地域に根差して子育ての
ひろばを実施している民間の皆さんに対し
ても支援を充実していきます。

○

12

　乳幼児一時預かりとは、認証保育所にす
ら入れない方の受け皿なのか。ここに書い
てある援助会員は、保育士と比べてどんな
資格を持っているのか。(光が丘）

　乳幼児一時預かりは、一日だけなど一時
的にお子さまを預かる場合を考えていま
す。援助会員は、区が実施する講習会修了
者を有資格者とする考えです。

―

13

　ファミサポホームは民間の保育園と比べ
てどんな施設を持っているのか。(光が丘）

　平成27年度については、区の子ども家庭
支援センター内に独立した部屋を設ける予
定です。

―

14

　ビジョン素案はたいへんすばらしいが、
現実は保育所の待機児問題等で厳しい状況
が続いている。ビジョンで掲げたことを実
現していってほしい。(関）

　ビジョンに掲げた項目は確実に実施して
いきたいと考えています。また、待機児童
の解消に向けて認可保育所や地域型保育事
業などの拡充にも引き続き取り組みます。

□

15

　「練馬こども園」は、練馬区独自のユ
ニークな制度として報道されている。この
制度は、２才までの認証保育所を出たとき
に、３才の壁がある。認証、認可には入れ
ないということで、行き先がなくなってし
まう子どもたちの救済策として私立幼稚園
で延長保育とうまくドッキングさせること
で双方のメリットを生かす新しい制度だと
聞いているが、どれだけ実効性があるか疑
問である。(関）

　練馬こども園は、保護者が、３歳からは
預かり保育のある幼稚園に通わせたいとい
うニーズを踏まえて実施するものです。
　私立幼稚園と認証保育所等との提携によ
り、小学校入学まで切れ目なく教育・保育
を受けられるようになると考えています。 ―

16

　国が推奨している認定こども園との違い
を説明してほしい。(大泉）

　「認定こども園」は国の制度で、一般的
に０歳から５歳までの乳幼児を保育する施
設です。調理施設が原則必要なほか、地域
の子ども・保護者のための相談事業を行う
ことなども認定の要件となります。
　「練馬こども園」は区独自の制度で、３
歳から５歳までの幼児の保育を行う私立幼
稚園を対象として認定します。面積や人員
配置は認可保育所と同等の基準を求める予
定ですが、施設改修等の必要はなく、既存
の園舎を活用することができます。

―

柱Ⅰ　子どもの成長と子育ての総合的な支援

戦略計画１　家庭での子育てを応援

戦略計画２　「練馬こども園」の創設
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17

　「練馬こども園」をつくっていくこと
と、児童福祉法第24条第１項で定められて
いる自治体の保育の実施義務との関係をど
のように考えているのか教えてほしい。認
可保育園を充実させていくという記載をし
たほうが、整合性があるのではないかと思
う。(関）

　保育所等の拡充については、ビジョンに
基づき策定するアクションプランや（仮
称）子ども・子育て支援事業計画に基づ
き、進めていきます。また、この計画は、
児童福祉法等を踏まえ策定しています。

※

18

　質の高い保育が求められている認可保育
所の増設を基本としてほしい。(練馬）

　ビジョンに基づき策定するアクションプ
ランや（仮称）子ども・子育て支援事業計
画に基づき、認可保育所や地域型保育事業
を適切に配置していきます。

□

19

　認証ではなく、認可保育園を増やして
いってほしい。(大泉）

　ビジョンに基づき策定するアクションプ
ランや（仮称）子ども・子育て支援事業計
画に基づき、認可保育所や地域型保育事業
を適切に配置していきます。

□

20

　認証保育所は、大きな役割を果たしてい
るが、今年４月から始まる国の制度「子ど
も・子育て支援新制度」の中には認証保育
所が含まれていない。この先、認証保育所
がどのようになるのか分からず不安なの
で、安定的に経営できるよう配慮してほし
い。また、認証保育所が認可保育所へ移行
することで補助金が出るとのことである
が、今年３月までの申請とされているのは
あまりにも期間が短すぎるのではないか。
（大泉）

　区は、認証保育所を保育事業の中に位置
づけており、今後も安定的な運営のために
必要な補助をしていきます。
　また、認可保育所に移行を希望する認証
保育所への補助については、平成25年度か
ら始まった国の待機児童解消加速化プラン
を活用して行っており、国の申請期限が平
成27年３月31日までとなっています。今後
については、国の動向を踏まえ対応してい
きます。

□

21

　認証保育所は国の「子ども子育て新制
度」には、位置づけられていない。保護
者、保育士はたいへん不安に思っている。
(関）

　認証保育所は、東京都独自の制度であ
り、認可保育所の次に多くの児童が在園し
ている施設です。東京都も支援を続けてい
くことを表明しており、区としても支援を
継続する考えです。また、区では認証保育
所を保育事業の中に位置づけています。今
後も認証保育所を制度に入れるよう、東京
都を通じて国に申し入れをしていきます。

□

22

　区は認可保育所への移行を希望する認証
保育所への補助制度を設けてくれたが、期
限が今年の３月31日となっている。しか
し、事業者はこの認証保育制度が、今後ど
のくらい続いていくかによって、判断する
と思うので、もう少し猶予がほしい。(関）

　認可保育所に移行を希望する認証保育所
への補助については、平成25年度から始
まった国の待機児童解消加速化プランを活
用して行っており、国の申請期限が平成27
年３月31日までとなっています。今後につ
いては、国の動向を踏まえ対応していきま
す。

※

23

　認証保育所の補助をさらに充実してほし
い。また、事業所の施設運営に対する直接
の補助を要望する。(関）

　認証保育所に対し、今後も安定的な運営
のために必要な補助をしていきます。

※

24

　子どもたちのことを考えて、練馬らし
く、土に農に親しんだ保育を実践してほし
い。(大泉）

　保育園等では、いも堀り等の農業体験を
実施しています。 □
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25

　現行の学童クラブを残してほしい。直ち
に無くなるとは聞いていないが、具体的な
時期が分かっているのなら教えてほしい。
また、（仮称）ねりっこクラブは、多くの
人が関わり、仕組みも複雑で、調整等が大
変になると思う。誰がどこまで責任を持つ
のか。組織自体ももっと柔軟に対応できる
よう検討してほしい。(大泉）

　「ねりっこクラブ」は、「学童クラブ」
と「学校応援団ひろば事業」それぞれの機
能や特色を維持しながら一体的に運営する
ものです。放課後の安全について責任を負
うのは練馬区です。 □

26

　（仮称）ねりっこクラブにおいて、養育
困難の家庭の方（障害児者）を有資格者に
よる運営によって支えていくとしている
が、実際のところどのように行っていくつ
もりか。(光が丘）

　専門職として、どのような人材を配置す
るかは、今後十分検討します。

△

27

　学校施設を弾力的に活用する際には、固
定化した指導員で、定員は40名を堅持して
ほしい。(練馬）

　「ねりっこクラブ」の学童クラブ事業に
おいて学校施設を弾力的に活用する場合で
も、児童一人当たりの面積基準や、支援の
単位ごとの職員数については、現行の学童
クラブの基準に準ずる形で整理していきま
す。

△

28

　学童の多様化に応えるプレイリーダーを
委託するのではなく、区職員の中から配置
してほしい。人員削減は無造作にしないで
ほしい。(光が丘）

　「ねりっこクラブ」の実施に当たっては
学童クラブを運営している事業者や、ひろ
ば事業を運営する地域の方などによって運
営していくことを考えています。

※

29

　学童クラブとひろば事業を統合するとい
うことで保護者として、たいへん不安に
思っている。また統合されることを知らな
い保護者も多い。今後どのように説明して
いくのか、具体的に決まっていれば教えて
ほしい。(関）

　「ねりっこクラブ」は、「学童クラブ」
と「学校応援団ひろば事業」それぞれの機
能や特色を維持しながら一体的に運営する
ものです。平成28年度に３校で実施する予
定です。事業実施にあたっては、実施小学
校ごとに保護者をはじめ関係者に説明し、
意見を聞きながら移行の計画を策定しま
す。

△

30

　具体的にどのような統合を目指している
のか教えてほしい。(関）

　学童クラブとひろば事業のそれぞれの機
能や特色を維持しながら一体的に運営しま
す。子どもたちがより多くの時間を一緒に
過ごし、今までできなかったような体験・
活動を共有できるような形で、しかも、そ
れを学校の中で行っていきたいと考えてい
ます。

―

31

　「ねりっこクラブ」について、当面は学
童クラブを残すという説明があったが、当
面ではなく、学童クラブは残すと、計画の
中に明記していただきたい。(関）

　当面という表現は用いていません。学童
クラブとひろば事業のそれぞれの機能や特
色を維持しながら一体的に運営します。 ○

32

　学童クラブは単なる居場所ではなく、生
活の場である。統合により学童クラブをな
くさないでほしい。むしろ充実させてほし
い。(練馬）

　「ねりっこクラブ」は、「学童クラブ」
と「学校応援団ひろば事業」それぞれの機
能や特色を維持しながら一体的に運営する
ものです。学童クラブの機能をなくすわけ
ではありません。

○

戦略計画３　すべての小学生を対象に放課後の居場所づくり
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33

　学童クラブの対象を高学年まで引き上げ
ることを、今後検討していただきたい。(練
馬）

　児童福祉法の一部改正に伴い、放課後児
童健全育成事業（練馬区で実施している学
童クラブ事業等）の対象児童が変更され、
小学校全学年の児童となりました。
　法改正の趣旨を踏まえ、区では、学童ク
ラブの対象者を拡大していきます。
　高学年の受け入れに当たっては、面積や
男女別トイレなどの施設・設備の確保とと
もに、保育内容の検討も必要であると考え
ています。このため、区では、施設面の条
件等が整っている学童クラブにおいてモデ
ル実施したうえで、本格実施を行う予定で
す。

○

34

　区議会に提出されている、学童クラブの
新設の陳情について、ぜひ着手してほし
い。(練馬）

　学童クラブの増設については、教室の転
用や学校敷地内での施設整備の手法だけで
すべての保育需要に対応することは困難で
す。
　今後は「ねりっこクラブ」の推進により
学校内の教室を弾力的に活用するなど活動
スペースの確保に努め、学童クラブの需要
に応えていきます。

※

35

　指導員、保護者、行政で作ってきた歴史
のある学童クラブ運営指針を、今後も守っ
ていただきたい。(練馬）

　練馬区立学童クラブは、今後も「練馬区
立学童クラブ指導方針」を基本とした運営
を行っていきます。
　「ねりっこクラブ」では、事業運営につ
いて意見や助言等を反映させるための仕組
みとして、小学校ごとに、区、学校、学童
クラブ、学校応援団等の関係者が参加する
運営協議会を開催する予定です。

△

36

　国は「放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準」（平成26年厚生労働
省令第63号）を出した。その第５条には支
援の目的が書かれている。ビジョンにも盛
り込んでほしい。(練馬）

　「ねりっこクラブ」における学童クラブ
事業は、児童福祉法第６条の３第２項で規
定する「放課後児童健全育成事業」です。
なお、法令との関係は、今後制定する条例
等で定めていきます。

△

37

　教え込みの教育から課題解決型の教育に
切り替えてほしい。(光が丘）

　子どもたちに基礎的な学力をしっかり身
に着けさせ、そのうえで課題解決型の教育
を行うことが重要だと考えています。

□

38

　地域の中学校で、新しく赴任してきた校
長と地域、PTAが学校運営を巡ってもめてい
る。校長の人事については、都教委の範疇
に入ると思うが、地域のことをしっかり考
えてくれる人材を望む。(関）

　練馬区では従来より地域を大切にした学
校運営に努めてきました。各校の校長に
は、その旨を理解し運営に当たるよう改め
て指導していきます。

―

39

　総合教育会議に区長が参加されるが、教
育は公平でかつ思想に左右されないことが
重要であると考える。区長の所見を伺いた
い。(練馬）

　教育委員会は、引き続き区長とは独立し
た執行機関であり、教育行政の管理・執行
の権限は教育委員会にあります。
　総合教育会議では、教育の政治的中立
性、安定性等を尊重しつつ、区長と教育委
員会との情報の共有、連携を強化していき
ます。

―

戦略計画４　子どもたち一人ひとりに質の高い教育を

6



№ 意見の概要 　　　　　　　　　区の考え方
対応
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40

　総合教育会議は区長が招集すると聞いて
いる。区長には政治的中立を念頭において
行動してほしい。(大泉）

　教育委員会は、引き続き区長とは独立し
た執行機関であり、教育行政の管理・執行
の権限は教育委員会にあります。
　総合教育会議では、教育の政治的中立
性、安定性等を尊重しつつ、区長と教育委
員会との情報の共有、連携を強化していき
ます。

―

41

　教育は全ての基本であると考える。そこ
で教育長も外部から登用してはどうか。
（関）

　教育長は、人格が高潔で、教育行政に関
し識見を有する方を、議会の同意を得て任
命します。

―

42

　教育委員会の方には、ぜひ、現場に足を
運んでいただき、現場の先生や保護者の意
見を聴いてほしい。(大泉）

　教育委員会では、教育委員が区立小中学
校に出向いて会議を開く出前教育委員会を
実施しています。出前教育委員会を行う際
には、教育委員が児童・生徒や保護者の
方々から直接、意見や要望をお聞きする意
見交換会を併せて実施しています。

□

43

　小中学校の自衛隊職場体験の中止を求め
る。（関）

　職場体験は、社会で働くことを現場で自
分自身が体験し、仕事の意義などを学ぶ機
会とするものです。自衛隊の職場体験で
は、災害救助などを座学で学んだり、体
操、装備の見学などを行ったりしていま
す。子どもたちが自衛隊を職場体験先とす
ることは問題ないと考えています。

※

7
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44

　介護サービスについて、事業者のいいな
りではなく、自己の判断で適切なサービス
を選択できるように、区は様々な機会を通
じて区民に情報発信していくべきである。
(練馬）

　介護サービスの利用提供にあたっては、
利用者の意思および人格を尊重し、常に利
用者の立場に立ってサービスの提供に努め
ることが基本原則です。区は介護事業者に
対して常に基本原則を徹底するとともに、
区民への介護保険制度の周知に引き続き努
めていきます。

□

45

　セカンドライフの仲間づくりの支援をし
ている。この活動は費用もかからず、健康
寿命を延ばし、介護予防にもつながってい
る。このような区民の自主性、主体性に基
づく介護予防を普及、促進してほしい。(練
馬）

　介護予防を推進するため、地域における
介護予防活動を支援することを記載し、ア
クションプラン素案にサークルへのアドバ
イザー派遣事業を盛り込みました。 ◎

46

　街かどケアカフェは公共においては新し
く先見性があっていいが、練馬全域で相談
したい方はたくさんいるので、区民と協働
して、いいものを一気に４か所造ってほし
い。(光が丘）

　平成28年度に１か所開設し、順次拡大し
ていきます。

※

47

　「街かどケアカフェ」は大変すばらし
い。全国に先駆けてぜひ、推進してほし
い。(大泉）

　平成27年度に開設準備をして28年度に１
か所開設し、順次拡大していきます。

○

48

　特別養護老人ホームの入所待機者が2,600
名もいるというのに、ビジョンには触れら
れていない。区はどのように考えているの
か。また安易に民間事業者に委託すること
のないようにしてほしい。(関）

　特別養護老人ホームの整備についてはビ
ジョンおよびアクションプランに盛り込み
ます。
　介護サービスをはじめ、民間事業者との
協働により区民サービスを充実します。

◎

△

49

　豊玉高齢者センターは、他区の法人が指
定管理者となっている。なぜ、区内の法人
ではないのか。(関）

　豊玉高齢者センターの指定管理者は、公
募に基づき公平に競争が行われ、決定した
ものです。管理運営に問題があれば指導し
ますので、具体的な話をお聞かせくださ
い。

―

50

　高齢者センターは名前が悪い。(大泉） 　高齢者センターという名称は施設内容が
わかりにくいというご意見があるため、今
後検討します。

△

51

　障害者がいつまでも、自宅で暮らせるよ
うな施策をお願いしたい。また、障害者に
対して、一人暮らしの高齢者が利用できる
サービスなども含め、きめ細やかな情報発
信をしてほしい。(練馬）

　就労支援や自宅生活を送るためのサービ
ス、外出などの支援の充実に取り組むとと
もに、生活状況に応じた支援を受けられる
よう、ケアマネジメント体制の強化を行い
ます。

○

柱Ⅱ　安心して生活できる福祉・医療の充実

戦略計画５　高齢者地域包括ケアシステムの確立

戦略計画６　 障害者の地域生活を支援

8
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52

　重症心身障害児を持つ親は疲弊してい
る。親がごくごく普通の生活をできるよ
う、家族支援の早い実現をお願いしたい。
(光が丘）

　平成27年度から重症心身障害児（者）の
在宅レスパイト事業を実施します。

○

53

　視覚障害者の就労支援を区が率先して
行ってほしい。(練馬）

　障害者就労促進協会が中心となって障害
に応じた支援を行い、５年後には年間約200
名の障害者が就労できるような支援の仕組
みをつくっていきます。

○

54

　既存病院の病床を増やすことや新病院の
整備について期待している。(練馬）

　順天堂病院については90床増床に向けて
具体的な事業化に着手しています。練馬光
が丘病院の改築、大泉学園町の新病院の整
備など、計画に位置づけた取組を着実に進
めます。

○

55

　入院を必要とする区民の７割が区外の病
院に入院している状況を、早急に改善しな
いといけない。(大泉）

　東京都では練馬区、板橋区、豊島区、北
区の４区が同一の医療圏として指定されて
います。この医療圏で病床数が規制される
ため、練馬区の人口10万人当たりの一般・
療養病床数は23区で最も少ない状況にあり
ます。計画に位置付けた取組を着実に進め
ることで、病床を確保していきます。

○

56

　練馬光が丘病院を順天堂練馬病院の規模
で建て替えをすると聞いている。しかし、
24時間の小児救急体制が日大撤退でなく
なってしまった。地域の中核病院をなすと
いうことで、これまで行われてきた専門的
な医療も、周産期医療も少し薄れてきてい
る。こういう問題を地域医療振興協会がで
きるのか。できるのであれば順天堂なみに
建て替えてもいいと思っている。西部地域
に100床の病院と書かれているが、順天堂練
馬病院以外にも安心できる高度医療を追求
する病院を誘致してほしい。(光が丘）

　練馬光が丘病院を経営している地域医療
振興協会は、高度な医療を提供するなど地
域の中核病院としての機能を果たしていま
す。病院の改築に向けて、医療機能の拡充
について検討し、27年度に基本構想の策定
を進めていきたいと考えています。

○

57

　区内の病院は大泉地区の人々には利用し
づらい。ぜひ、西東京市の医療機関と協定
を結び、西東京市の病院も区内の病院と同
じ扱い、支援等をしてほしい。(大泉）

　区では、できる限り生活の場に近い所
で、急性期から回復期、慢性期に至る医療
を受けることができるよう、病床の確保と
医療提供体制の整備を課題と位置づけ、地
域医療の充実に向けた取組を進めていま
す。医療資源が不足する地域においては、
隣接する行政機関同士の連携や、病院間あ
るいは病院と診療所の医療連携を進めるこ
とは重要です。区が直接区外の病院を支援
することは困難ですが、ご意見は、今後の
練馬区の医療行政を進めるうえで参考にし
ます。

※

58

　災害時要援護者支援体制について、災害
時要援護者名簿を活用して平時から互助の
コミュティをつくっていくべきである。(練
馬）

　区は平常時にゆるやかに見守りあえる地
域づくりを目指し、地域の実情にあわせて
地域団体や事業者等のネットワークづくり
を進めるモデル事業を行います。その取組
を通じて災害時要援護者支援の担い手も増
やしていきます。

△

戦略計画７　病床の確保と在宅療養ネットワークの構築

戦略計画８　つながり、見守る地域づくり
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59

　大江戸線延伸で障害になっているのは何
か。(関）

　収支採算性の確保が大きな課題です。赤
字が続くと、事業者は経営破綻しますの
で、長期にわたり収支採算を維持できるよ
うにする必要があります。様々な都市サー
ビス提供のためのまちづくりや、業務従事
者を増やすなど、まちの発展を実現しなが
ら、乗降客の増加など収入を増やしていく
ことが必要です。また、延伸には、都財政
に理解をいただくとともに、区も応分の負
担をする必要があります。今後、東京都と
の話し合いの状況を踏まえ、大江戸線延伸
推進基金を増やしていきます。

―

60

　大二中の135号線など、都市計画道路は現
実を無視したところがあるので、整備率
80％という目標にとらわれず、現況に応じ
た改善策を考慮して実行してほしい。(関）

　都は、昭和21年の戦災復興計画以降、社
会情勢等の変化を踏まえ、数次にわたり、
都市計画道路の見直しを行ってきました。
都と特別区は、概ね10年間で整備する路線
を定め、住民の理解を得ながら、計画的、
効率的に整備を推進しています。

※

61

　今までやってきた道路行政で、おかしい
ところはちゃんと見直してほしい。(関）

　道路をつくることで、みどりや自転車
レーン、歩道を増やしてより環境をよくし
ていきたいと考えています。今後も前例に
とらわれず、地域の皆様のご理解とご協力
を得ながら取り組んでいきます。

□

62

　通勤・通学者を考慮した自転車レーンの
整備を望む。新しい道路には自転車レーン
が整備されているが、でこぼこで車道の方
がスムーズである。改善してほしい。(関）

　自転車利用者をはじめ、誰もが安全かつ
快適に利用できる環境の整備を目的とし
て、区では車道上への自転車レーン整備を
原則に進めています。

△

63

　これまで以上に道路建設をしようとして
いるように思えるので、考えてほしい。外
環の２は基本的には必要ないと思う。(光が
丘）

　都市計画道路は、円滑な移動の確保や防
災性の向上に寄与するなど、区民の生活に
欠くことのできない都市基盤ですが、区内
の都市計画道路の整備率は、23区の平均を
大きく下回っています。必要な道路は着実
に整備すべきであり、とりわけ、西部地域
の南北道路の整備が急務となっています。
　外環の２は、南北交通の円滑化や快適な
都市環境の創出、延焼遮断帯の形成などに
資する道路です。街路樹を充実し広い歩道
と自転車道を整備する計画となっていま
す。区では、道路と調和した沿道のまちづ
くりを進め、都市生活を支える良質な空間
を形成します。

※

柱Ⅲ　安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備

戦略計画９　鉄道、道路などインフラの整備
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64

　外環の２の建設にあたり22ｍ幅の道路が
石神井公園のすぐ近くを通る。これは大き
な環境破壊だ。地域住民としては容認でき
ない。(大泉）

　外環の２は、南北交通の円滑化や快適な
都市環境の創出、延焼遮断帯の形成などに
資する道路です。街路樹を充実し広い歩道
と自転車道を整備する計画となっていま
す。
　区では、道路と調和した沿道のまちづく
りを進め、都市生活を支える良質な空間を
形成します。

※

65

　西武新宿線の立体化と外環の２を一緒に
することも許容できない。(大泉）

　鉄道立体化の実現にあたっては、事業の
効果を最大限に発揮することが必要であ
り、周辺の道路整備や駅前広場の整備な
ど、沿線のまちづくりを一体的、総合的に
進めることが重要です。鉄道立体化と道路
整備を切り離して進める考えはありませ
ん。

※

66

　外環の２の区の取組み方針について、パ
ブコメ201件のうちのほとんどが反対の意見
である。(大泉）

　意見募集は、「『外環の２』に関する今
後の取組方針」を策定するにあたり、取組
方針（素案）について意見をお聴きし、そ
れに対する区の見解を公表するために行っ
たものです。同一の趣旨の意見について
は、取りまとめた上で見解を公表していま
す。取組方針の策定において、賛成および
反対などの意見の数が関係するものではあ
りません。

―

67

　外環の２建設に石神井台の住民の９割は
反対である。南北の道路が必要なら、既成
の道路を拡張すればいい。(関）

　既存道路の拡幅では対応できないからこ
そ、外環の２を作ります。外環の２は、南
北交通の円滑化や快適な都市環境の創出、
延焼遮断帯の形成などに資する道路です。
街路樹を充実し広い歩道と自転車道を整備
する計画となっています。外環の２は、東
京都の所管ですが、区は、区全体あるいは
広域的な利益を考え道路の整備を進めてい
きます。

※

68

　外環の２は高速道路を繋げる道であっ
て、地上に暮らす人の利便を考えておら
ず、50年前の計画で現状にそぐわない。
もっといい道路を造ることを住民と一緒に
考えることができればいい。(大泉）

　外環の２は、都内の都市計画道路ネット
ワークの一部であり、地域の利便性向上な
ど、高速道路の外環とは別の機能を持って
います。
　外環の２は、南北交通の円滑化や快適な
都市環境の創出、延焼遮断帯の形成などに
資する道路です。街路樹を充実し広い歩道
と自転車道を整備する計画となっていま
す。区では、道路と調和した沿道のまちづ
くりを進め、都市生活を支える良質な空間
を形成します。

△

69

　外環の２の整備について、これが緑にな
るとか災害に強いとかだけでは詭弁、強弁
である。今の道路情勢に基づいて、きちん
とした説明責任を果たしてほしい。（大
泉）

　外環の２は、南北交通の円滑化や快適な
都市環境の創出、延焼遮断帯の形成などに
資する道路です。街路樹を充実し広い歩道
と自転車道を整備する計画となっていま
す。区では、道路と調和した沿道のまちづ
くりを進め、都市生活を支える良質な空間
を形成します。

△

11
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70

　外環の２について、区長と直接の対話集
会を望んでいる。公開質問状を出したとこ
ろ交通企画課長名で回答を頂いたが、区長
にあてた公開質問状なので区長名で回答を
頂きたい。(大泉）

　外環の２については、区職員が適切に対
応しており、組織として適時、適切に報告
を行っています。区長と直接対話する場に
ついては、現時点では必要であるとは考え
ていません。区長名での回答ではありませ
んが、区として回答をさせていただいたも
のです。

※

71

　外環の２に関連して、区長とお会いして
お話したい。(関）

　外環の２については、区職員が適切に対
応しており、区長と直接対話する場につい
て、現時点では必要であるとは考えていま
せん。

※

72

　都道・富士街道の拡幅について、都に積
極的に働きかけをしてほしい。(大泉）

　富士街道の拡幅については都議会で陳情
が採択されていると聞いており、練馬区議
会でも陳情が採択されています。また、東
京都は、交通量調査、現況調査を行ってい
ると聞いています。区としても引き続き、
早期の整備を要請するとともに、調整に努
めていきます。

―

73

　補助229号線（青梅街道以南）の整備に合
わせて、千川上水の整備が大事になってく
ると思う。区としてどのように考えている
のか教えてほしい。(関）

　千川上水は歴史的なものであり、東京都
も水の再生ということで今も流していま
す。青梅街道以南の部分は開渠になってい
ますので、自然的環境を残せる場所として
いきたいと考えています。

―

74

　交通弱者のために既存道路の整備もしっ
かりやってほしい。(大泉）

　区は道路の維持管理の中で、バリアフ
リーに向けて、段差解消や区民モニターに
よる道路点検など、様々な取組を行ってい
ます。

□

75

　区は鉄道の高架化などについて、無駄な
く効率的かつ計画的に取り組んでほしい。
(関）

　西武新宿線（井荻～東伏見駅付近）の立
体化の促進については、平成27年１月に、
区民、区議会、区が一体となった「西武新
宿線立体化促進協議会」を設立し、１月29
日に都に対し要請活動を行いました。今後
も、鉄道立体化の早期実現に向け、関係機
関への要請活動等に取り組みます。都が平
成16年６月に策定した「踏切対策基本方
針」においては、西武池袋線の「大泉学園
から保谷駅付近」の区間と、「椎名町から
桜台駅付近」の区間が「鉄道立体化の検討
対象区間」に位置づけられています。ビ
ジョンの中で、今後５年間の目標に掲げた
西武新宿線の立体化に重点的に取り組むこ
ととしていますが、西武池袋線のこれらの
区間の鉄道立体化についても、引き続き、
都に働きかけていきます。

□

76

　大泉学園駅はアンダーパスにして不便に
なった。保谷駅は高架にして南北の行き来
ができるようにしてほしい。(関）

　西武池袋線の大泉学園～保谷駅付近につ
いては、平成16年に東京都が策定した「踏
切対策基本方針」において、「鉄道立体化
の検討対象区間」に位置づけられていま
す。ビジョンへの記載はありませんが、引
き続き東京都に当該区間の鉄道立体化を働
きかけていきます。

△

12
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77

　大泉学園駅近傍の立体化を区は考えてい
るのか。(大泉）

　西武池袋線の大泉学園～保谷駅付近につ
いては、平成16年に東京都が策定した「踏
切対策基本方針」において、「鉄道立体化
の検討対象区間」に位置づけられていま
す。ビジョンへの記載はありませんが、引
き続き東京都に当該区間の鉄道立体化を働
きかけていきます。

△

78

　エイトライナーがビジョンに載っていな
いのは何故か。(練馬）

　ビジョンは、今後５年間を目標に、主要
な取組を示したものです。エイトライナー
は、平成12年に鉄道網の整備に関する基本
的計画である、運輸政策審議会の答申第18
号において、「今後整備について検討すべ
き路線」に位置付けられています。ビジョ
ンへの記載はありませんが、今後も、関係
区と連携して、調査研究に取り組んでいき
ます。

△

79

　コミュニティバス（北町～光が丘）の充
実を望む。(練馬）

　みどりバスの増便については、区の費用
負担を踏まえつつ、利用状況や利用者ニー
ズ、運行事業者の体制等を踏まえながら、
検討することとしており、引き続き適切に
対応していきます。

△

80

　病院へ行くための、バス路線の整備を進
めてほしい。(大泉）

　現在、大江戸線延伸の実現に向けて、東
京都との具体的な協議を進めています。大
泉地区に延伸することによって、バス、地
下鉄のネットワーク整備を進めています。
　バス路線の整備については、区民の声を
バス事業者に届けるなど、公共交通空白地
域の状況を把握し、これを踏まえつつ適切
に対応を検討していきます。

○

81

　バス停に高齢者が座れるように椅子を設
置してほしい。(関）

　他の歩行者等の安全性や道路状況も考慮
しながら、バス利用者の安全性確保や利便
性向上について可能な対策をバス事業者に
求めていきます。

△

82

　大泉学園駅前は自転車駐輪場が不足して
いる。駅前に買い物に行った際に、短時間
駐輪できる駐輪場を造ってほしい。(関）

　大泉学園駅周辺の自転車駐車場について
は、これまでの通勤や通学で利用する長時
間利用者に加え、午後を中心とした駅周辺
での買い物などで利用する短時間利用者の
バランスを考慮しながら改修を進めていま
す。
　今後とも、まちづくり事業を行うにあ
たっては、自転車駐車スペースの確保を含
めて検討していきます。

□

83

　北町や田柄は公共交通機関が不便であ
る。大型道路も必要とは思うが、生活の利
便性の向上のため、身近な公共交通空白地
域の改善に取り組んでほしい。(光が丘）

　公共交通空白地域の状況を把握し、これ
を踏まえつつ適切に対応を検討していきま
す。 ○

13
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84

　母の自宅が区の耐震無料診断を受けた。
混構造のためコンピューターでは判定でき
ないので、補強工事の助成は不可との回答
であった。再度検討してほしい。(練馬）

　一つの建物に木造と鉄骨造が混在する
「混構造」や、中二階などを有する「ス
キップフロア」に関しては、その建物が地
震にどの程度耐えられるか、技術的に数値
化ができません。このため、建物のどの部
分をどの程度補強するかを定めることがで
きないため、耐震改修工事に対する助成を
行っておりません。
　倒壊しても一部屋だけは安全を確保する
耐震シェルターなどに対しては助成制度が
ありますので、活用をご検討ください。

※

85

　地域、高校との連携を考慮した防災指針
を出してほしい。(練馬）

　東日本大震災までの区の防災計画は、防
災の仕組みを時間帯別に作るという視点が
欠けていました。平日の昼間には、学校の
生徒も防災の担い手になり得るかなど、そ
うした視点を持って地域における防災活動
の取組を働きかけていきます。

―

86

　自宅近くに遊園地（公園）が２つある。
そこに地震を知らせるマイクを設置してほ
しい。(関）

　区内には防災無線放送塔からの放送が聞
こえにくいところがあり、その状況を調査
しました。調査結果に基づき、聞こえにく
い地域の解消に向けて、平成26年度から３
か年で放送塔のデジタル化等工事を実施し
ていきます。

△

87

　都・区の補助を受けて街路灯を116本LED
化したが、駅前の２本について撤去した。
商店街も地域の方のことを考えて頑張って
いるので、区の街路灯に防犯カメラを取り
付けられるようにご検討願いたい。(練馬）

　商店街の方々と個別に協議させていただ
きます。

―

88

　石神井公園駅周辺地区南口西地区市街地
開発事業については、商店街にも大きな影
響のある事業になると思うので、商店街も
協議の場に加えてほしい。補助232号線道路
整備にあたって、歩行者や買い物客を優先
するような施策を検討してほしい。(練馬）

　商店街と地域がともに発展していくよ
う、商店街と協議をさせていただきます。
商店街など駅周辺の回遊性を高めるため、
駅から石神井公園までの安全で快適な整備
を促進します。

△

89

　都市計画道路補助132号線と232号線の用
地買収が一部残っている。区はもっと積極
的に動いてほしい。用地買収に早く応じた
方々が気の毒だと思う。(大泉）

　引き続き用地の取得には積極的に努めて
いきます。先行的に用地をご協力いただい
た方のところについては、その区間だけで
できる下水工事、電線の共同溝工事を先行
して取り組んでいます。全体の工期をなる
べく短か目にとるように引き続き努力しま
す。

□

90

　石神井公園駅南口の地区計画について、
地区計画は完成したが、南地域の住宅街に
ついては協議されていない。早急に対応し
てほしい。(大泉）

　石神井公園駅南口の補助132号線沿道の住
宅地域については、方針だけを定め、地区
整備計画は定めていません。引き続き地域
の方々との話し合いを進め、区域全体の地
区整備計画を定めていきたいと考えていま
す。

□

戦略計画１０　災害に強い安全なまちづくり

戦略計画１１　地域生活を支える駅周辺のまちづくり
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91

　今後、人口が減少するとコンパクトシ
ティという考え方が重要になる。検討して
いく上では練馬地区、石泉地区とに分けて
考えていくことが肝要である。(練馬）

　区内のそれぞれの地域の特性にあわせた
まちづくりを、地域の皆様のご意見を聞き
ながら進めることが必要と考えています。 ―

92

　光が丘駅の南口にエレベータとエスカ
レータを設置してほしい。(光が丘）

　法律上では各鉄道事業者に１ルートを確
保することが義務づけられています。区
は、国の補助金などを活用しながら設置を
支援してきました。
　練馬区内21駅については既に１ルートは
確保されていますが、鉄道事業者や関係機
関に対し、さまざまな機会を捉えてさらな
るバリアフリー化に向けた適切な対応を求
めていきます。

△

93
　エネルギー利用についても特区にすべき
だ。(練馬）

　他の都市では見られない先進的なエネル
ギーのあり方を今後検討していきます。 △

94

　災害時のエネルギーセキュリティの確保
を早急に進めていただきたい。(大泉）

　（仮称）練馬区エネルギービジョンを策
定する中で、災害時のエネルギーセキュリ
ティの確保を検討します。

○

95

　光が丘は高層棟が多く、高層に住む高齢
者も増えている。公共施設、市民発電所な
ど自家発電装置を駆使して、震災発生時に
もエレベータを使用して降りられるように
してほしい。(光が丘）

　（仮称）練馬区エネルギービジョンを策
定する中で、災害時のエネルギーセキュリ
ティの確保策として、拠点となる施設で自
立電源の充実などを検討します。

△

96

　小中学校の屋上に太陽光パネルを設置
し、そこを発電所にして自立分散型エネル
ギー社会を構築してほしい。
　小・中学校は災害時には避難拠点になる
ので、エネルギーセキュリティの面からも
有効である。区民との共同出資を取り入れ
ながらやれば、省エネ意識も高まって良い
と思う。（練馬）

　既存の学校施設は、屋上の利用方法、荷
重に対する構造などから、全ての屋上に太
陽光発電設備を設置することは困難な状況
です。災害時のエネルギーセキュリティを
確保する視点から、避難拠点である学校や
福祉避難所等で自立電源の充実を検討しま
す。
　区民との共同出資については、発電設備
の管理、電力会社への売電、事業収支の管
理など課題が多いため、その有効性につい
て研究していきます。

△

97

　避難拠点に太陽光発電などの再生可能エ
ネルギーを利用した発電設備を設けてほし
い。それをさらに、区民館、敬老館、児童
館、保育園の施設に拡大できれば、自立分
散型エネルギー社会に近づくのではない
か。
　区民がやること、区がやること、区民と
区が協働してやること、それぞれの立場で
みんなでやれれば良い。いつ大震災が起こ
るかはわからないので、できるだけ早く進
めてほしい。(大泉）

　災害時のエネルギーセキュリティを確保
する視点から、避難拠点である学校や福祉
避難所等で自立電源の充実を検討します。
　区民、事業者、区がそれぞれの立場で協
力しながら自立分散型エネルギー社会の実
現に向けて取り組めるよう、（仮称）練馬
区エネルギービジョンを策定する中で検討
します。

△

戦略計画１２　住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ
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98

　小学校だけでなく、公共施設、住宅にも
太陽光パネルを設置して、非常時の電源を
確保してほしい。(光が丘）

　既存の区立施設は、屋上の利用方法、荷
重に対する構造などから、全ての屋上に太
陽光発電設備を設置することは困難な状況
です。災害時のエネルギーセキュリティを
確保する視点から、避難拠点である学校や
福祉避難所等で自立電源の充実を検討しま
す。

△

99

　小学校以外の公共施設にも太陽光パネル
の設置をしてほしい。(光が丘）

　既存の区立施設は、屋上の利用方法、荷
重に対する構造などから、全ての屋上に太
陽光発電設備を設置することは困難な状況
です。災害時のエネルギーセキュリティを
確保する視点から、避難拠点である学校や
福祉避難所等で自立電源の充実を検討しま
す。

△

100

　ビジョンの中で自然エネルギーを拡大し
ていくと書かれているが、国の太陽光の設
置の補助がなくなってきているので、練馬
区独自方式により一般家庭での自然エネル
ギー導入を支援してほしい。(光が丘）

　再生可能エネルギーを普及させる方策を
（仮称）練馬区エネルギービジョンを策定
する中で検討していきます。

△

101
　区として再生可能エネルギーを推進、エ
ネルギー教育の推進をしてほしい。(関）

　（仮称）練馬区エネルギービジョンを策
定する中で検討していきます。 △

102

　水素社会実現に向けて、水素ステーショ
ンという練馬の最先端の具体例をビジョン
に掲げてほしい。(練馬）

　（仮称）練馬区エネルギービジョンを策
定する中で検討していきます。

△

103

　清掃工場の熱を利用して電気をつくるこ
とから、もう一歩進めて清掃工場を資源化
施設と捉えるなど、成熟した先進的な都市
としての資源循環のあり方を検討してほし
い。(光が丘）

　23区内から発生したごみを安定的、効率
的に処理するためには、清掃工場は必要で
す。清掃工場を資源化施設とすることは考
えていません。
　区は、様々な品目の資源化に取り組んで
おり、資源化施設も確保しています。今後
も一層の資源化に取り組んでいきます。

※

△
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104

　無農薬・有機栽培を促進し、それを練馬
のブランドとしてほしい。(練馬）

　東京都では、化学合成農薬と化学肥料の
使用を一定割合削減して作られる農産物を
認証する「東京都エコ農産物認証制度」を
設けています。区内農家においては、この
認証を受けるなど、減農薬等の取組が進め
られています。区では、減農薬を進めるよ
う、農家の方に働きかけながら、区民の皆
さまから信頼され、支持される安全な農業
を支援していきます。

※

105

　現在、民・学・商と連携して事業を行っ
ている。今後は農とも連携していこうと考
え、区の協働事業提案制度に応募してい
る。農業の安全性もアピールし、６次産業
化に繋げられれば、特色のある地産地消が
実現できる。(練馬）

　農業・商業が連携して都市農業の特色を
活かした魅力の発信をしていきます。

○

106

　23区の中で一番農地が多いかもしれない
が、これまでも農地は大幅に減少してい
る。区民の方とともに農地を維持・保全す
るような施策を実施していると思うが、
もっと積極的に取り組んでほしい。都市農
地については、特区により税制改正をして
ほしい。 (光が丘）

　農地の保全は、相続税制度や生産緑地制
度などの国の制度に関わっています。都市
農地の保全に向けた規制緩和が可能となる
よう、特区制度の提案を行っています。ま
た、都市農地保全推進自治体協議会の会長
区として、引き続き都市農地の保全に向け
た制度改正を国に働きかけます。

○

107

　白子川の源流、区立井頭公園の整備計画
の検討にあたっては、行政、専門家、住民
の三位一体で検討委員会というものを立ち
上げて、話し合いを重ねて案を作っていけ
ればと思っている。(関）

　公園の整備にあたっては、地域の方々の
協力が必要です。これまで以上に工夫しな
がら、地域の方々の声をどのような形で取
り入れられるか検討します。

△

108

　みどりを植えるだけでなく、維持管理に
配慮してほしい。
　区には大小600の公園があるが枯れ木が目
立っている。これらの植え替えや公園の管
理にもボランテイアを有効活用してほし
い。(大泉）

　武蔵関公園など規模の大きい公園は、地
域の方々に清掃等の管理をしていただいて
います。ボランティア団体による植え替え
など植栽の管理については、仕組みを工夫
する必要があるため、検討します。

△

109

　都市インフラの整備における緑の創出に
期待している。ぜひ、早急に具体化してほ
しい。また、道路整備に合わせてみどりを
増やすだけでなく、既存の道路にもみどり
を増やす努力をしてほしい。（大泉）

　都市計画道路を整備する際に緑化を進
め、万が一減らす場合には、同等以上に増
やすといった取組を進めます。道路は都市
生活の一つの骨格であり、道路により地域
の環境をより良くし、大切な空間になるよ
うに進めたいと考えています。

○
△

110

　道路や外環の２の整備の際だけでなく、
再開発の機会に、今ある道でも緑化を進め
てもらいたい。（大泉）

　幹線道路が整備され、その沿道まちづく
りを進める際、公園・緑地を整備し、みど
りの創出を図っていきます。

○

戦略計画１４　農の活きるまち練馬

戦略計画１５　みどりあふれるまちづくり

柱Ⅳ　練馬区の魅力を楽しめるまちづくり
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111

　みどり行政を一本化してほしい。(光が
丘）

　関係部署が連携してみどり行政に取り組
んでいます。区民が豊かなみどりを実感で
きるまちの実現に向けて、執行体制を含め
て検討します。

―

112

　「みどりあふれるまちづくり」というこ
とだが、学校の校庭を芝生化するというよ
うな具体策を取り込んでほしい。（練馬）

　今後、みどり施策の新たな考え方をまと
める中で、校庭の芝生化についても検討し
ます。

△

113

　ポタリング、まち歩きを考えるにあたっ
て、緑と水辺をつなぐようなコースを整備
してほしい。(関）

　みどりと水辺をつなぐルートをはじめ、
練馬区の様々な魅力を楽しめるコースづく
りに取り組みます。

△

114

　シェアサイクルの導入は区単独で実施す
るプロジェクトか、都あるいは近隣自治体
と一体で実施するものなのか聞きたい。区
単独であれば観光で終わってしまうが、都
と一体で実施すれば、インフラになる。(練
馬）

　基本的には区独自ですが、他の自治体と
の相互利用も含めて、今後、練馬区に適し
たシェアサイクルの導入方法を今後検討し
ます。 ○

115

　次世代型の機械式立体駐輪場を開発して
いるが、行政との接点がない。シェアサイ
クルを導入する際には、ぜひ、意見交換会
やプレゼンをする機会を与えてほしい。(練
馬）

　シェアサイクルの計画立案は、民間コン
サルティング事業者の活用を考えていま
す。

△

116

　計画１７の名称は「練馬の未来シンボル
の拠点」のように、整備することが望まし
いとする機能を包括する文言の方がいいの
ではないか。(光が丘）

　練馬城址公園について、東京都は「防災
の拠点」「水とみどりのネットワークの拠
点」をポイントとしていますが、これらに
加えて区としては、多くの人が訪れ、楽し
いひとときを過ごすことのできる「にぎわ
いの拠点」とすることが必要と考え、計画
名称としました。

※

117

　「としまえん」が都市計画公園になると
のことだが、具体的にいつなのかを知りた
い。(関）

　東京都は、平成32年度までに事業化（都
市計画公園としての事業認可取得）を図る
意向を明らかにしています。

○

118

　ビジョンと、としまえんについての「ね
りま未来プロジェクト推進構想」との関係
や位置づけなどについて、踏襲、参考、白
紙に戻すのかなどを具体的に説明してほし
い。東京都へ要請するにあたり、区が先頭
に立って、区民がそれをバックアップでき
るような新しい仕組みづくりを考えてほし
い。(光が丘）

　「ねりま未来プロジェクト推進構想」
は、それまでの検討内容を整理したもので
あり、区として決定したものではありませ
ん。
　今後は、区民のご意見を伺いながら、東
京都の公園整備にあたっての考え方やスケ
ジュールと調整を図り、区として望ましい
公園のあり方を具体化し、東京都へ要請し
ていきます。

△

戦略計画１６　風を感じながら巡るみどりのまち

戦略計画１７　練馬城址公園をにぎわいの拠点に
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119

　行政評価について、練馬区行政評価委員
会が目標値の妥当性と根拠の不明確さにつ
いて指摘している事案があるが、指摘の結
果どうなったのかが見えてこない。チェッ
ク体制が実効性のあるものになっているの
か、また採点方法、ガバナンスの考え方に
ついてお聞きしたい。(練馬）

　行政評価委員会からの指摘事項は、随時
見直しを行っています。平成27年度に具体
化する(仮称)区政改革計画において、より
実効性の高い制度となるよう見直します。

□

120

　職員の意識改革について大賛成である。
また区民からも積極的に区職員に働きかけ
るべきだ。(練馬）

　区政改革の一環として、民間企業、外部
機関との人事交流や職員の派遣等を通じ
て、職員の意識の向上を図ります。

○

121

　将来の幹部候補生に民間会社へ出向させ
てほしい。(光が丘）

　区政改革の一環として、民間企業、外部
機関との人事交流や職員の派遣等を通じ
て、職員の意識の向上を図ります。

○

122

　区財政の確立のために、新たに観光産業
を創造することを提案する。(練馬）

　戦略計画16に位置付けた、区内にある地
域資源を活かして区内外の人々に練馬区の
魅力を発信する取組を進めていきます。

○

123

　これからは、区だけでやるのではなく、
ボランティアを有効に活用していただくよ
う検討してほしい。(大泉）

　ビジョンの実現をめざすうえで、ボラン
ティアをはじめ、区民の方々との協働は極
めて重要と考えています。協働を進めるた
め、区職員の意識の向上を図ります。

◎

124

　区には区民の活動に対し、いろいろな助
成制度があるが、自分たちの活動が助成の
対象になっているのを知らない区民が多
い。申請の方法も複雑すぎて分からず、申
請を諦めてしまう。申請方法の簡略化を検
討してほしい。また、区の職員の方にはぜ
ひ活動自体を見て判断してほしい。(練馬）

　制度等に関する情報提供の充実や申請時
の手続きの簡素化など利便性の向上に取り
組むとともに、協働を進めるため、職員の
意識向上を図ります。

◎

125

　保育園、児童館、学童クラブなどの民間
委託については、住民が納得しないまま
で、実施していくことのないようにしてほ
しい。(練馬）

　保育園、児童館、学童クラブは平成26年
度までに47施設を委託してきました。例え
ば今年度実施した保育園の第三者評価で
は、約９割の保護者が「満足している・概
ね満足している」という結果でした。今後
も、区民ニーズに応えるために適切で効率
的な方法を選択しながら、子どもの成長と
子育てを総合的に支援していきます。

□

戦略計画１８　新しい成熟都市に向けた区政の創造

柱Ⅴ　新たな区政の創造
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126

　昨年12月、区が関越高架下に高齢者セン
ターを建設計画している真上で大きな車両
火災が発生した。近隣の高齢者はとっさの
恐怖に判断力を失い、対応不能な状況に追
い込まれてしまったと話している。火災で
さえこのような状況であるのに、首都圏直
下型地震が発生したら、命にかかわる大惨
事につながる危険性が予見される。このよ
うな危険な場所における施設建設計画は、
即刻中止するべきではないか。(練馬）

　活用予定区間の高架道路は、国の技術基
準に則って耐震補強工事が行われており、
平成24年に改訂された同基準で想定されて
いる地震動に対する耐震性能を有している
ことを、高架道路の維持管理を行っている
NEXCO東日本に確認しています。
　今後区が行う施設整備および運営にあ
たっては、施設利用者等に対する安全確保
に十分配慮します。

※

127

　何事も多数決で決めていいわけではな
い。侵してはならない基本的人権がある。
昨年12月には、高齢者センター予定地のす
ぐ上の関越道で火災が発生するなど、危険
な場所である。そのようなことも考えてほ
しい。(大泉）

　昨年12月６日に関越自動車道で発生した
車両火災の状況について、NEXCO東日本に問
い合わせたところ、軽自動車１台の車両火
災が発生したこと、区が施設や歩行空間の
整備を予定している高架下占用部への落下
物は確認できなかったとのことでした。占
用許可を受けた区間が、関越自動車道の他
区間と比較して、特に事故が多い場所では
ないということを、NEXCO東日本に確認して
います。

※

128

　昨年12月に、関越道で火災が起きた。炎
が上がり、上から破片がたくさん落ちてき
た。そのようなことが起きている場所であ
る。(大泉）

　昨年12月６日に関越自動車道で発生した
車両火災の状況について、NEXCO東日本に問
い合わせたところ、軽自動車１台の車両火
災が発生したこと、区が施設や歩行空間の
整備を予定している高架下占用部への落下
物は確認できなかったとのことでした。ま
た、占用許可を受けた区間が、関越自動車
道の他区間と比較して、特に事故が多い場
所ではないということを、NEXCO東日本に確
認しています。

―

129

　関越高架下の施設建設により環境が激変
して不利益を受ける近隣の高齢者住民のこ
とを考えてほしい。(大泉）

　平成23年２月・８月に実施した環境影響
調査では、現況は環境基準等を満たしてお
り、施設整備後もほとんど変化はないとい
う結果でした。施設の整備および運営にあ
たっては、住環境に十分配慮します。

□

130

　不特定の人が集まる高齢者施設では、い
ざという時に混乱して、避難誘導に二次的
障害を出す危険が大きく、高架下では青空
の下よりも避難が難しいことが明らかであ
る。居住施設でないからいいとは言えな
い。(大泉）

　区立施設として、緊急時に適切な避難誘
導等を実施できるよう、高架道路の管理者
とも連携を図り、マニュアルの整備や訓練
等を行います。 △

その他
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131

　関越道の高架は1970年代に作られたもの
であり、当時は道路建設ラッシュのため、
コンクリート材料や施工方法に欠陥を抱え
た道路が少なからずある。コンクリートの
崩壊・劣化、地震の可能性が否定できない
のに、３．11以前の計画を根本的に見直す
という区の姿勢が感じられない。土地はた
だの代わりに、お金に代わって住民の命を
差し出すことにならないか、心配してい
る。(大泉）

　活用予定区間の高架道路は、国の技術基
準に則って耐震補強工事が行われており、
東日本大震災以降である平成24年に改訂さ
れた同基準で想定されている地震動に対す
る耐震性能を有していること、定期的な点
検とその結果に基づく補修を実施し長寿命
化を図っていること、また、点検状況から
老朽化による抜本対策を早期に必要とする
状況ではないと判断していることを、道路
の維持管理を行っているNEXCO東日本に確認
しています。引き続き、区民に丁寧にご説
明しながら、沿道の住環境に十分配慮しつ
つ、より良い施設整備に努めます。

※

132

　関越高架下活用計画は、３．11前の計画
である。直下型地震もいつ起こるかわから
ない。利用者や沿道住民の思いを受け止め
て、住民の命を第一に考えて、計画を見直
してほしい。(大泉）

　活用予定区間の高架道路は、国の技術基
準に則って耐震補強工事が行われており、
平成24年に改訂された同基準で想定されて
いる地震動に対する耐震性能を有している
ことを、高架道路の維持管理を行っている
NEXCO東日本に確認しています。引き続き、
区民に丁寧にご説明しながら、沿道の住環
境に十分配慮しつつ、より良い施設整備に
努めます。

※

133
　関越高架下の占用許可申請書に間違った
ことが書かれている。(大泉）

　占用許可申請書に、虚偽事項を記載した
という事実は、一切ありません。 ―

134

　他の自治体では計画案を固める前に、協
議会やワークショップ等で広く住民を取り
入れて、自由参加で意見を言う場を作って
いる。関越高架下活用計画の場合は、役所
内で案を固めて、スケジュールを組んでか
ら説明会を開いた。民主的に住民の意見を
聞き入れるというやり方に変えてほしい。
(大泉）

　活用予定場所は区所有ではないため、活
用できるか不確実な状況での検討にならざ
るを得ないという制約がありました。その
ため、まずは区が計画素案を作成のうえ、
検討の節目において、これまで６回にわた
り住民説明会を開催し、寄せられた意見を
取り入れながら段階を進めてきました。
施設内容の検討にあたっては、地域住民や
施設利用者等による施設建設懇談会を設置
してご意見をお聞きしながら、区として望
ましい整備内容等をまとめました。さら
に、個別に区民から寄せられた要望・　質
問等についても、その都度回答していま
す。
　引き続き、地域住民に丁寧にご説明しな
がら、早期の活用実現に取り組んでいきま
す。

□

135

　高架下はあくまで借りている土地であ
る。高架道路の大規模工事の時にはどかす
などの制約について、区は一つも言わな
い。メリットもデメリットも全て公表すべ
きである。（大泉）

　懸念されている事項を含めて、住民説明
会や個別で寄せられた意見・質問等に対し
ては、その都度回答しています。また、住
民説明会で寄せられた意見に対する区の考
え方については、ホームページで公表して
います。

□

136

　すぐ近くに敬老館があるにも関わらず、
経費削減が求められる時代に、類似した施
設を建設する必要性はない。(大泉）

　高齢者センターは、高齢者の健康増進、
教養の向上、レクリエーション等の事業や
場所を総合的に提供する施設であり、敬老
館とは規模や役割が異なります。

※
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137

　関越高架下に高齢者センターをつくって
ほしいといった住民の意見を私は聞いたこ
とがない。(大泉）

　多くの区民から早期活用の要望が寄せら
れており、区議会平成23年第三回定例会に
おいて、区の活用計画の早期実現を求める
陳情が採択されています。

※

138

　区は、関越高架下を賑わいのまちづくり
の拠点にするとしているが、他のまちづく
りの説明会では、同じこの地域が、住宅地
の静かな環境を保全する地域となってい
て、区として全然整合性がない。(大泉）

　平成25年３月に策定した「関越自動車道
高架下施設整備基本方針」において、「当
該空間の有効活用を積極的に行うことによ
り、区民生活の向上と地域の活性化を図
る」としています。また、同方針における
「施設整備の基本的考え方」として、「周
辺の住環境へ配慮して施設整備を行う」こ
ととしています。

※

139

　関越高架下と有楽町のガード下とは、高
速道路と鉄道ということで決定的に違う。
高齢者センターは、車イスの人もやって来
る。計画されているところには坂もある。
そもそもそういうところに建設するという
基本的な発想が違い過ぎる。(大泉）

　関越自動車道高架下の活用にあたって
は、練馬区福祉のまちづくり推進条例や建
築基準法等の関係法令、占用許可基準等を
踏まえ、施設利用者が安全・快適に利用し
ていただける施設整備を進めていきます。
　関越自動車道高架下の活用については、
多くの区民から早期活用の要望が寄せられ
ています。

※

140

　関越高架下と有楽町の高架下が同じとい
う考え方は根本的に改めてほしい。関越高
架下には歩道がなく、施設の両側はすぐ道
路である。このような危険な場所に高齢者
センターをつくることがいいのか、改めて
考えてほしい。(大泉）

　各施設への出入口を南側に配置するとと
もに敷地内に歩行空間を設け、植栽で車道
と分離します。

※

141

　日本高速道路保有・債務返済機構が行っ
たパブリックコメントでは、234件中賛成は
１件で、あとは全て見直し・反対であっ
た。また、不採択となった反対派の陳情署
名は7,000筆を超えている一方、賛成派の署
名は4,000筆である。住民の意見として反対
が多数寄せられており、区議会の内容では
なく、このような状況を踏まえて、区長に
はぜひ反対している方と向き合ってほし
い。(大泉）

　関越自動車道高架下の活用については、
多くの区民から早期活用の要望が寄せられ
ています。また、区議会平成23年第三回定
例会において、区の活用計画の早期実現を
求める陳情が採択されており、区民の代表
である区議会の判断は、区民の意向を反映
したものと認識しています。
　区では、検討の節目において、これまで
６回にわたり住民説明会を開催し、寄せら
れた質問には回答・説明を行ってきまし
た。さらに、個別に区民から寄せられた要
望・質問等についても、その都度回答して
います。
　引き続き、様々な機会を捉えて、丁寧に
説明していきます。

※

142

　最近、関越高架下で交通量の調査をして
いたが、何時から行っていて、報告はどう
なっているのか知りたい。(大泉）

　関越自動車道高架下活用の検討におい
て、平成23年２月に実施した環境影響調査
の中で、側道の交通量調査を実施しまし
た。当調査については、平日の７時から19
時まで実施しました。また、調査結果につ
いては、区議会に報告するとともに、ホー
ムページで公表しています。
最近、区が関越自動車道高架下で交通量調
査を実施したという事実はありません。

―
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143

　（関越高架下施設検討の際に）代替地も
探したそうだが、大泉北出張所はなぜ、候
補地にならなかったのか、改修の予定が
入っていたのは知っているが、更地にすれ
ば少し狭くても高齢者センターも入れるこ
とができたのではないか、今でも不満であ
る。(大泉）

　大泉北敬老館は延床面積264.30㎡（併設
の出張所・地域集会所を合わせても861.73
㎡）です。既存の関および豊玉高齢者セン
ターは延床面積1,200㎡以上の施設であり、
既存建物の改築等を行ったとしても必要な
機能を備えた高齢者センターを設置するこ
とはできません。
　なお、延床面積1,200㎡に満たない光が丘
高齢者センターについては、手狭で混雑し
ており、利用者から狭いという意見が寄せ
られていることから、関および豊玉高齢者
センターと同程度の延床面積が必要である
と考えています。

※

144

　今回４会場で実施されているが、石神井
地域での開催がない。ぜひ、石神井地域で
も開催してほしい。(大泉）

　区民の皆さまから広くご意見をいただけ
るよう、開催方法を検討する際の参考にさ
せていただきます。

△

145
　区長には少数意見でも是是非非で対応し
てほしい。(大泉）

　さまざまなご意見を参考に、全体の利益
を考え、区政運営を進めていきます。 △

146

　区長の発言と少数の意見にも耳を傾けて
くれる姿勢に感服した。(関）

　区長が区民との対話を行う会を数多く開
催してきました。今後もこのような会を継
続して行います。

△

147
　このような会を毎年、いろいろなテーマ
で行っていただきたい。(関）

　今後も開催方法を工夫しながら、意見交
換を充実させるよう努めます。 △

148

　毎月は難しいとは思いますが、ところど
ころで自由に発言できるオープンな広場を
是非設定していただきたい。(関）

　今後も開催方法を工夫しながら、意見交
換を充実させるよう努めます。 △

149

　都合の悪い意見も聞くべきだ。(大泉） 　施策や事業を進めるにあたっては、区民
意見反映制度の実施や説明会の開催などに
より寄せられたご意見を踏まえて検討して
います。検討の結果対応できない場合は理
由をご説明しています。

□

150

　公共でも非正規の労働者が多くなってい
る。中には厚生年金に未加入であったり、
有給休暇もない労働者もいる。コンプライ
アンスの関係上、行政の立場からチェック
してほしい。（光が丘）

　非正規労働者の増加が社会問題化してい
ます。一方で、多様な働き方、選択の自由
が求められています。制度は国が決めるこ
とですが、区としてもできることから対応
していきます。

□

151

　集団的自衛権について、区は国に対して
反対意見を表明する義務があると考える。
(大泉）

　集団的自衛権については、国際情勢に立
脚した高度な政治判断を要する課題である
ことから、国民の代表である国政の場で論
議すべきものと考えています。区としての
意見を申し上げる考えはありません。

※

152

　集団的自衛権の撤回を練馬区として政府
に求めること。(関）

　集団的自衛権については、国際情勢に立
脚した高度な政治判断を要する課題である
ことから、国民の代表である国政の場で論
議すべきものと考えています。区としての
意見を申し上げる考えはありません。

※

153

　区立施設の利用について、特定の政治活
動の禁止ということがあげられている。お
かしいと思う。(大泉）

　区立施設の設置目的に応じて団体登録の
要件等を設けている場合はありますが、区
立施設の利用について、ご意見のような禁
止はしていません。
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